
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9 月 4 日 12 時頃、徳島県に上陸した台風  

 21 号は、14 時頃神戸市付近に再上陸 

 大阪で瞬間風速 47.4m、最高潮位 329cm を記録した

午後 2 時頃、甲子園浜でも記録的な強風と高波に襲わ

れたことを、台風が過ぎ去った浜を見て知ったので

す。 

 

  

 遊歩道を埋め尽くす流木、へしゃげ、あるいは吹き

飛ばされた柵、浜には緑のシート、酒ケースが数えら

れないほど打ち上げられています。 

 さらに沖地区からは黒煙が上がり、陸側へと流れて

きて、鼻と喉を刺激します。消防のサイレンが途切れ

ません。中古車オークションの会社で、高波で浸水し

た車が 100 台以上炎上しているとのことです。その頃

一帯は停電していましたが、消火活動は夜まで続きま

した。あとで聞くと、沖地区一帯は腰のあたりまで浸

水したそうです。  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

    

 東の特別鳥獣保護区へ続く遊歩道は、30m ほど全ての

タイルが剥がれ、階段下に吹き寄せられています。こ

んなに重いタイルが風に飛ぶとは。現在階段は立ち入

り禁止のテープが貼

られ、降りることは

できません。 

 この東の浜にはヨ

シが茂り、ハマアザ

ミを植えていました

が、大量の砂に埋も

れてしまいました。

甲子園浜自然環境センターの前で囲いで保護していた

コウボウムギ、ハマボウフウもすっかり砂に覆い尽く

されてしまっています。この過酷な環境で、海浜の生

物、植物はどうなるのでしょう。 

 浜のゴミを取り除き、海岸設備が補修されたそのあ

と、自然災害の猛威を受けた甲子園浜の自然環境が復

活するように、わたしたちは手を尽くしていかねばな

りません。 
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★浜甲子園特別鳥獣保護区指定期間の更新★ 

 

 昭和 53 年（1978 年）集団渡来地として国指定浜甲

子園鳥獣保護区に指定され、３度の更新を経て現在に

至っています。大阪湾に残された数少ない干潟であ

り、春秋期のシギ・チドリ類の渡りの中継地及びカモ

類の越冬地として重要な役割を果たしていることか

ら、引き続き国指定鳥獣保護区として、平成 30 年 11

月 1 日から 20 年間存続期間が更新されます。 

★浜甲子園干潟再生事業★ 

 環境省では国指定浜甲子園鳥獣保護区で渡り鳥のシ

ギ・チドリ類の餌場としての干潟再生事業を平成 22

年から実施してきました。この度兵庫県は、浜甲子園

干潟再生地において、武庫川で河床掘削した土砂を投

入する工事をします。工期は平成 31 年 3 月 25 日まで

の予定です。この工事によって、干潟の基礎が出来上

がります。より多くの野鳥が訪れるよう地元が見守

り、干潟を育てていかなければなりません。日本野鳥

の会ひょうごの二河さんによると、甲子園浜に春飛来

するシギ・チドリ類は種数はそれほど変わらないが、

総数は 10 年前の 4 分の１ほどです。餌場としての環

境を整えていくことで、少しでも多くの野鳥を甲子園

浜で見たいものです。 

 

 

 

 6 月 16 日 甲子園浜の歴史を学んで海を探検 20 名 

 7 月 15 日 海浜清掃 125 名  可燃ゴミ 890kg、   

 不燃ゴミ 10kg（ヤマサ環境エンジニアリング調べ） 

 8 月 29 日 国指定浜甲子園鳥獣保護区の指定に係る   

      公聴会 

   

 

 9 月 16 日（日）海浜清掃 

 10 月 6 日（土）、7 日（日）作品受付 

 10 月 23 日（火）〜28 日（日）保護区指定 40 周年    

     記念特別展 

 11 月 4 日（日）伊藤ハム合同クリーンアップ                                                                                            

活 動 報 告 

  はまん婆のひとりごと 

          海浜植物             

 台風 21 号は甲子園浜をひどい状態にした。記録してお

かねばと向山さんと手分けして 14 ヶ月植物調査をした地

区地点ごとに写真を撮った。防潮堤より街側にも見られ

る植物は全滅していた。  

 すっかり茶色に変わった浜の風景でミドリの植物が目

に入った。海浜植物と云われるものだった。  

 広いミドリ帯が残っていたのはコウボウシバ（多年

草・写真左）だった。最も渚に近い所で根茎を張り巡ら

せて群落をつくり砂浜を安定させる働きをしている。台

風波浪にもふんばったが葉は傷んでいる。でももう新し

い葉を出し始めている。  

 予想外はオカヒジキ（一年草・写真右）だ。てっきり

波浪に持って行かれて無くなっていると思っていたが、

10cm ほどの小さいのが砂に根が少し残っていて倒れなが

らも元気を出していた。大きく生育していたのは流され

たので子孫を残そうと頑張っているのだ。 

 海浜植物は、台風にさらされる場所にある。長い歴史

の中で適応能力を獲得しているのだろう。 東山直美 

 

  

               

 

活 動 予 定 

浜甲子園特別鳥獣保護区指定 40 周年記念★特別展 

   期間：10 月 23 日（火）〜28 日（日） 

   場所：西宮市立甲子園浜自然環境センター 

！！作品募集！！ 

 

 


